
令和７年度大分香りの博物館運営方針 

 

大分香りの博物館長  

 

令和５年４月１日に改正博物館法が施行され、博物館が社会教育法にもとづく社会

教育施設であるとともに、文化芸術基本法にもとづく文化施設としての役割も新たに

担うことになること等を踏まえ、以下の重点事項に積極的に取り組み、来館者に「学

び」「感動」「笑顔」を提供し、「「誰からも親しまれ魅力ある博物館」の実現を目指して

いく。 

 

重点事項① 学び・感動・笑顔  

生涯学習の拠点として様々な年代の方が香りについて学び、体験できる場を提供す

るとともに、大分県内外に幅広く香りの文化振興につながるような取組を推進してい

く。 

 

重点事項② 学び・感動 

香りに関する資料の収集・保管・展示、収蔵品の管理、調査研究など、博物館のベ

ースとなる業務を重視し、適切な事業遂行に努める。 

 

重点事項③ 学び・感動・笑顔 

博物館が互いのノウハウやリソースを共有し合うネットワークの形成に資するよ

う、他の博物館との連携・協力を推進し、地域連携・社会貢献に繋がる事業展開を図

っていく。 

 

重点事項④ 学び・感動 

学芸員養成のための教育施設であり、実践的な職場体験実習ができる場として、博

物館実習やインターンシップを積極的に受け入れるとともに、別府大学の附属機関と

して大学の授業等での活用を促進し、多様な教育活動を展開していく。 

 

重点事項⑤ 感動・笑顔 

文化観光など地域の活力への向上に寄与できるよう、様々な関係機関や多様な分野

と連携した取組を行うとともに、より魅力あるミュージアムショップとなるような事

業展開を図っていく。 

 

重点事項⑥ 学び・感動・笑顔 

博物館ＤＸ（デジタルトランスフォーメンション）の推進に努めるとともに、ホー

ムページやインスタグラム等での積極的な情報発信、多様な媒体を活用した宣伝活動

など広報の更なる充実を図っていく。 

 

重点事項⑦ 学び（職員）→学び・感動・笑顔 

職員の資質を高め新しい知識等を得るための研修機会の充実やＯＪＴを推進する

とともに、各職員の役割分担を明確にしながら、円滑で適切な管理・運営を行う。 


